










要約:幼児の栄養所要量、食品構成の策定及び保育所給食の給与栄養目標値の策定を意図

した基礎資料を得ることを目的に幼児の食事調査を行った。国民栄養調査に準じ、秤量記

録法によった全国規模で一斉に行ったのは、本調査が初めてである。食事調査は、全国 7

ブロックにおいて、保育所通園時と非通園時の2日間実施した。今回は平常通りの食事内

容、正確な秤量によるデータの収集を重視した。その為の体制づくり・資料づくり・調査

方法の実施に努めた。体制づくりは保育所施設長・栄養士・保育所職員と、県・保健所栄

養士・栄養調査経験のある調査員の協力、いわゆる地域保健法に伴った福祉と保健の連携

体制を強化した。その結果、16 保育所における1歳～5歳の男児、女児、合計 844 名の食

事調査データを収集した。本調査データで幼児の家庭における食事状況が分かり、さらに

保育所給食の目標値の策定や栄養所要量の策定等の基礎資料として活用し得ると思われる。

食事内容は、市販食品や外食等の喫食が予想以上に多かった。従って本対象の栄養素摂取

量の算出には、.国民栄養調査で使用されている食品コードをそのまま活用するには限界

がある。

　今後は市販食品や外食等の取り扱いを検討した上で、食品コードの作成、栄養素摂取量

の解析を行いたい。


